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介護実習の学生に対する疲労の自覚症状調査

五嶋幹雄���� 　田口豊郁��

は じ め に

わが国の高齢化率は�����となり，さらに後期高
齢者の人口比率は����となった ��．
後期高齢者人口の増加は，今後の要介護高齢者人

口の増加に大きく影響すると考えられる．高齢社会
の中ですべての国民が質の高い生活を維持するため
には生活の場面で実働的に支援していく介護職の果
たす役割は大きい．その中で介護福祉士は，介護を
支えるマンパワーとして中核的な存在である．近年
の介護・福祉ニーズの多様化・高度化に対応し，人材
の確保・資質の向上を図ることが求められている��．
介護福祉士養成施設における介護教育の中で実習

の果たす役割は大きい．実習は，介護現場における

実践を通じて学習した知識及び技能の確認を行うこ
とができる．また，利用者やその家族との関わりを
通じて対人援助におけるコミュニケーションを学べ
る貴重な場である��．
しかし，介護現場実習で習得しなければならない
技術や知識は多い．日常の業務を習得しながら，担
当利用者のアセスメント，問題点の抽出，計画，実
施，評価と肉体的にも精神的にも負担の大きいもの
となっている．

疲労の蓄積は事故やひやりハットにつながる．疲
労の回復は適切な休息機会が計画的に配置されれば
疲労は回復すると言われている��．
そこで，実習生が実習中に身体面，精神面にどの

ような疲労の影響を受けているかを明らかにし，実
習中の安全を確保するために疲労対策を検討するこ
とが必要であると考えた．
本研究は，介護福祉士養成施設の学生の実習にお

いての学生の身体面および精神面の疲労の実態を明

らかにすることによって有効な介護実習に対する安
全教育資料を得ることを目的とした．

方 法

�．調査対象

調査対象は岡山県のＴ専門学校の介護福祉学科 �

年生を対象とした．対象は，��人（男性��人，女性

�	人）であった．平均年齢����歳であった．年齢構
成は��歳から��歳であった．
�．調査期間

養成施設における介護福祉実習は施設介護実習と
訪問介護実習に分けられる．施設介護実習は，
段
階に分けて実習を実施することになっている．Ｔ専
門学校においては，�段階をさらに分けて実習を実
施しており，次のようになっている．
第 �段階 　　　　�年生前期 　�週間

第 �段階前期 　　�年生後期 　
週間
第 �段階後期 　　�年生前期 　
週間
第 
段階 　　　　�年生後期 　週間
今回の調査は第 �段階後期の実習期間に休日の �

日間含む�		�年 �月��日� �月�	日の�
日間に調査
を実施した．
�．調査方法

疲労感の調査方法としては，日本産業衛生学会産
業疲労研究会の新版「自覚症しらべ」��を使用した．

質問項目は��項目からなり，「�群：ねむけ感」，「��

群：不安感」，「���群：不快感」，「��群：だるさ感」，
「�群：ぼやけ感」の �因子構造をもつ．��項目そ
れぞれに �：まったくあてはまらない， �：わずか
にあてはまる，
：すこしあてはまる，：かなり
あてはまる，�：非常にあてはまるまでのいずれか
�つに○をつける �段階評定方式である．
�．調査形式

「自覚症しらべ」を実習中の �日 回（就業前，休

憩前，休憩後，就業後）実習生が記入した．休日の �

日間（ � ���，� ��	，� ���，� ���，� � �，� � 
，
� � �，� ��	）は，実習施設で �日 回（就業前，休
憩前，休憩後，就業後）に相当する時間に記入した．
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�．調査の整理と分析

質問項目��項目についてそれぞれ項目のごとに �

段階の訴えを ��「訴え項目スコア」として �点満点
として評価した． ��「訴え群別スコア」として各群

内の「訴え項目スコア」の合計（ �点満点� �項目
���点満点）として評価した． 
�「訴え合計スコア」
は「訴え群別スコア」の合計（��点満点� �群����

点満点）として評価した．
各スコアの就業前と就業後，休憩前と休憩後の差

（後�前）を算出し，疲労自覚症状の訴えスコアの変
化を求めた．また，実習中の毎日の就業後の訴え合
計スコアを比較し，疲労の蓄積状況を求めた．
本文中の日付の表記を次のようにした．

実習中の�
日間のうち � ���（土），� ��	（日）
は，実習前ということで 	週目と考え，	（土），	

（日）と表記した． � ���（月）� � ���（日）は �週
目と考え，�（月）� �（日）と表記した．� ���（月）
� � � 
（日）は �週目と考え，�（月）� �（日）と
表記した．� � （月）� � ��	（日）は 
週目と考
え，
（月）� 
（日）と表記した．

結 果

�．実習生の就業日 �日あたりの疲労自覚症状

（表 �）

　�．�．スコアの変化（就業後�就業前値）

　（�）就業中の各群別訴えスコアの増加

各群別の訴えスコア（ �点� � ���満点）の増加は
�群（�����）���群（���
�）��群（����）����
群（�	��	）���群（�	��
）となった．全体（��点
������満点）では����
の増加がみられた．
　（�）就業中の各項目訴えスコアの増加

各項目別のスコアの増加（ �点満点）について増
加の特徴が見られたもの（スコアの高い上位 つ）

を示すと �群の「ねむい」（�	���），�群の「横にな
りたい」（�	��），��群の「足がだるい」（�	�），
�群の「あくびがでる」（�	��），であった．
　�．�．スコアの変化（休憩後�休憩前値）

　（�）休憩中の各群の訴えスコア状況

実習中の休憩のスコアの変化は，�群（�	�）���
群（�	�
	）��群（�	�	�）����群（�	�	
）���群
（�	�	
）
　（�）休憩中の各項目訴えスコア状況

各項目訴えスコアの増加の特徴が見られたもの
（スコアの高い上位 �つ）を示すと �群の「横にな
りたい」（�	��），�群の「ねむい」（�	��
），�群
の「あくびがでる」（�	���），��群の「腰がいたい」
（�	���），��群の「足がだるい」（�	�	�），�群の
「目がしょぼつく」（�	�	�），��群の「ゆううつな気

分だ」（�	�	�），であった．
�．実習期間中の疲労自覚症状変動（図 �）

　�．�．実習期間中の就業後の訴え合計スコア（���

点満点）の比較

図 �に実習期間中の疲労自覚症状変動を示した．
実習生の疲労感は，	（土）より 	（日）のほうが

訴え合計スコアは（�����）となり高まっている．
�（月）と �（金）を比較すると訴え合計スコアは
（�����）となり疲労感はわずかであるが高まって
いる．�（土）は �（金）に比べ，訴え合計スコアは
（�����）となり疲労回復がみられる．�（日）には訴
え合計スコアは（�	��
）となり，疲労感がわずかに
高まるが，�（土），�（日）の �日間で疲労回復がな

されていると考えられる．�（日）に比べ，�（月）は
訴え合計スコアは（����）高くなった．�（月）と
�（金）を比較すると訴え合計スコア（�����）とな
り，疲労感がわずかであるが高まっている．�（土）
は �（金）に比べ，訴え合計スコアは（�����）と
なり疲労回復がみられる．�（日）には訴え合計ス
コアは（�	��
）となり，疲労感がわずかに高まる
が，�（土），�（日）の �日間で疲労回復がなされて
いると考えられる．
（月）には訴え合計スコアが

（�����）で疲労感が高くなった．
（月）と 
（金）
を比較すると，訴え合計スコアは（���
�）とわず
かであるが高まっている．
（土）は 
（金）に比べ
訴え合計スコアは（����）となり，さらに 
（日）
と比べると（����
）と実習が終わり，疲労回復さ
れたと考えられる．また，�週目，�週目，
週目
とも訴え合計スコアは金曜日が高くなっており，週
末に疲労感が高まっていた．
　�．�．就業中 �人あたりの曜日別の訴え合計ス

コア比較（図 �）

実習生の疲労感は，月曜日から金曜日のどの曜日
においても �週目よりは �週目，�週目よりは 
週
目と訴え合計スコアは高くなっていることが確認で
きた．�（水）と 
（水）の訴え合計スコアに � �の
水準で有意差（�検定）がみられた．

考 察

本調査によって実習中の学生は，�日の実習にお
いて各群とも身体面，精神面に疲労を伴うことが確
認できた．��項目のうち�項目において就業前に比

べて就業後に疲労度が上昇していた（表 �）．
特に実習生は �群のねむけ感の訴えが高いことが

特徴的であることが確認できた．介護業務では，入
浴・食事・排泄・移乗・着脱など様々な業務があり，
体を動かすことが多く，身体に疲労を及ぼすことが
知られている．
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表 � 実習全体の就業前と実習後の自覚症状スコア

 

  

   

実習生の場合，指導者について介護の現場で実技
指導を受けることが多い．同時に見学をすることも
多く，�日中立って実習をおこなうことになる．そ

のため，特に足に疲労を感じてしまったと推測で
きる．
また，本来，休憩は疲労回復のためにあるが，実

習中の昼休憩では疲労回復できていない．むしろ，

�群のねむけ感，��群のだるさ感，�群のぼやけ感，
���群の不快感は疲労度が，増している結果が確認で
きた．

実習生の休憩時間は，食事をとり，残った時間は
記録，午後の実習準備等に使用している現状がある．
また，実習先によっては，昼食を利用者の食事を同
じ場所でとっている実習先もあった．このように考
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図 � 実習中の毎日の就業後の疲労自覚症状変動
平均値�標準偏差 　����人

図 � 実習中の訴え合計スコア
＊：������で有意差あり 　����人

えると，本当の意味での休憩は取りにくい状況であ
るいえる．
実習期間中，実習生の疲労感は，第 �週目は，月

�金にかけて増加傾向を示した第 �週および第 
週
も増加傾向にあるが，第 �週ほどではなかった．ど
の週も �日の休日には，疲労の訴えスコアが低下し
た（図 �）．
また，実習生の疲労感は月曜日から金曜日のどの

曜日においても �週目よりは �週目，�週目よりは

週目と訴え合計スコアが高くなっており，週ごと
の疲労の蓄積がみられた（図 �）．
今回の調査から実習生は �日間の休日で疲労回復

がなされているという結果となった．特に，土曜日

より日曜日に疲労感がごくわずかであるが増してい
るという傾向があらわれた．これは，実習日の前の
日ということで精神的に疲労感が増していると推測
できる．つまり，休日が �日しかないと考えると休
日でありながら実習日の前の日であり，疲労回復に
は不十分であると考えられる．疲労回復には �日間
の休日が必要である．

お わ り に

�		�年��月に介護福祉士法等の一部改正が行われ
た．介護福祉士養成課程における教育内容等の見直
しが行われ国家試験導入，教育カリキュラム，実習
等が見直された．学生にとって今まで以上に身体的
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にも精神的にも負担の大きいものになってくると考
えられる．
疲労の増大はヒューマンエラー，不安全行動，不

安全状態の見落としの増加に結びつくと言われてい

る．そのため介護実習を安全に進めていくためには

疲労の蓄積をできるだけおさえる必要がある．介護
実習において事前に実習生に休息の必要性，休日の
あり方などを理解させ，介護実習に対する安全教育
の内容を検討し，介護実習実施の安全性を高めてゆ

かなければならない．
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